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�
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�
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
桶
川

市
第
五
次
総
合
振
興
計
画
の
将
来
像
の
実
現
の
た
め
誠
心
誠
意

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
桶
川
市
の
多
重
債
務
者
支
援
体
制
が
結
果
的

に
納
税
率
の
向
上
に
繋
が
っ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
「
総
務
省
自

治
税
務
局
長
特
別
表
彰
」を
受
賞
す
る
と
と
も
に
、県
内
の
納
税

率
部
門
で
３９
市
中
第
１
位
の
成
績
を
収
め
、
県
か
ら
４
年
連
続

で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
市
民
の
皆
様
の
納
税
に

対
す
る
深
い
ご
理
解
の
賜
物
と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
度
目
の
年
明
け
と
な
り
ま
し

た
が
、
被
災
地
で
は
未
だ
数
多
く
の
傷
跡
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。

被
災
者
の
方
々
が
一
日
で
も
早
く
罹
災
前
の
生
活
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
あ
の
大
災
害
を
教
訓
と

し
て
桶
川
へ
の
防
災
対
策
を
進
め
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
優
先
的
に
取
り
組
ん
だ
学
校
施

設
の
耐
震
化
が
完
了
し
ま
す
が
、
今
後
は
防
災
拠
点
と
な
る
市

庁
舎
の
建
設
や
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
へ
の
取
り
組
み
を
継
続

的
に
進
め
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
市
が
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
と
し
て
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
化
の
ほ
か
、
東
部
工

業
団
地
調
整
池
に
わ
が
国
初
と
言
わ
れ
る
フ
ロ
ー
ト
式
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設
を
計
画
し
、
６
月
の
運
転
開
始
に
向
け
準

備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
市
内
で
は
圏
央
道
と
上
尾
バ
イ
パ
ス
が
平
成
２６
年
度

末
の
開
通
を
目
指
し
、
着
々
工
事
が
進
ん
で
お
り
、
そ
の
結
節

点
と
な
る
川
田
谷
地
区
に
は
、防
災
機
能
を
備
え
た「
道
の
駅
」

を
計
画
し
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

そ
し
て
、
長
ら
く
懸
案
と
な
っ
て
お
り
ま
す
駅
東
口
開
発
の

基
礎
と
な
る
都
市
計
画
決
定
や
、
区
画
整
理
事
業
の
終
結
に
向

け
た
努
力
を
鋭
意
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、「
子
育
て
す
る
な
ら
桶
川
市
」
を
標
榜
し
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た
日
出
谷
保
育
所
の
オ
ー
プ
ン
や

任
意
予
防
接
種
助
成
の
拡
充
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
開
設
な

ど
昨
年
実
施
し
た
事
業
に
続
き
ま
し
て
、
子
育
て
環
境
の
一
層

の
充
実
を
今
年
も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
「
信
頼
と
対
話
」
を
基
本
理
念
に
、
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
温
か
な
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
市
政
に
対
し
温
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
市
議
会
を
代
表
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
日
本
は

過
去
最
高
の
３８
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
特
に
今
回
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
団
体
競
技
・
種
目
で
の
健
闘
が
光
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
仲
間
と
の
絆
を
大
切
に
し
て
勝
ち
取

っ
た
、
ひ
と
き
わ
輝
き
を
放
つ
メ
ダ
ル
に
日
本
中
が
大
き
な
感

動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
に
京
都
大
学
の
山
中
伸
弥

教
授
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
山
中
教
授
ら
が
作
製
し
た
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
は
今
後
難
病
の
仕
組
み
解
明
や
新
薬
の
開
発
、
再
生
医
療

の
実
現
に
向
け
て
新
し
い
道
を
開
い
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
医

療
の
幅
広
い
分
野
で
応
用
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
す
る
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

一
方
で
、
国
内
に
お
い
て
、
九
州
北
部
地
方
で
「
こ
れ
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
大
雨
」
や
茨
城
県
つ
く
ば
市

な
ど
を
襲
っ
た
国
内
最
大
級
の
竜
巻
な
ど
、
い
ま
ま
で
想
定
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
災
害
が
多
く
発
生
し
、
地
球
規
模
で
の
異
常

気
象
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、�
い
じ
め
�
を
苦
に
し
た

自
殺
の
問
題
、
通
学
路
で
の
事
故
な
ど
、
子
ど
も
が
犠
牲
と
な

る
悲
惨
な
事
件
・
事
故
も
発
生
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
れ

ら
の
事
実
を
教
訓
に
、
今
後
に
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
近
年
我
が
国
の
社
会
経
済
情
勢
は
大
き
く
変
貌
し
、

予
測
で
き
な
い
新
し
い
時
代
へ
と
転
換
し
て
お
り
ま
す
。
と
り

わ
け
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
、
そ
れ
に
伴
う
医
療
・
介
護
、

年
金
問
題
や
国
際
化
、
高
度
情
報
化
な
ど
私
た
ち
の
市
民
生
活

を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
桶
川
市
は
一
昨
年
策
定
さ
れ
ま
し

た
第
五
次
総
合
振
興
計
画
の
も
と
、「
み
ん
な
で
つ
く
り
育
む

活
気
あ
ふ
れ
る
交
流
拠
点
都
市
お
け
が
わ
」
の
実
現
に
向
け
、

各
種
施
策
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

市
民
の
意
見
を
反
映
し
つ
つ
、
活
気
あ
ふ
れ
た
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年 頭 所 感
市
民
の
声
を
反
映
し
活
気
あ
ふ
れ
た

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

桶
川
市
議
会
議
長

市

川

幸

三

「
み
ん
な
で
つ
く
り
育
む
活
気
あ
ふ
れ
る

交
流
拠
点
お
け
が
わ
都
市
」の
実
現
に
向
け
て

桶
川
市
長岩

�
正

男
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安心な子育ては予防接種から！！安心な子育ては予防接種から！！安安心心なな子子育育ててはは予予防防接接種種かからら！！！！
桶川市では次の任意接種を公費助成しています

���������������� ����������������������������

予防接種法に基づく予防接種ではありませんが、予防効果を高めるために公費で実施しています。
初回から６か月かけて合計３回接種します。十分な免疫を得るためには１年以内に３回接種できる
ようにしましょう。接種が終了する前に対象年齢が経過した場合、残りの費用は自己負担となりま
すが、十分な効果を得るためにも３回接種をお勧めします。

HPV
ワクチン
予防接種

日本脳炎予防接種
副作用の問題から接種を差し控えた時期もあり

ましたが、平成２２年度から新たなワクチンで再開
しています。差し控えた時期の対象者（平成７年
６月１日～平成１９年４月１日生まれ）は、２期ま
での合計４回の接種を２０歳未満まで受けることが
出来ることになりました。

ポ リ オ 予 防 接 種
ポリオ（急性灰白髄炎）の予防接種です。
平成２４年９月からは不活化タイプのワクチンに変わり、接種

方法と接種回数が変わりました。ただし、平成２４年８月以前に
生ポリオを１回だけ接種をしたお子さんは、免疫が不十分です
ので、現在のワクチンで残りを受ける必要があります。なお、
平成２４年８月以降にお生まれのお子さんには、四種混合ワクチ
ンをご案内しています。

麻しん風しん混合予防接種（MR）
＝３期・４期は今年度で終了！＝
はしかの大流行をきっかけに５年間の限定で３

期（中学１年生）と４期（高校３年生相応年齢）
が始まりましたが、今年度末で３期と４期は終了
予定です。未接種のお子さんは３月３１日までに忘
れずに受けましょう。

三種混合予防接種／四種混合予防接種
三種混合は、百日咳・ジフテリア・破傷風の３種類の予防接

種です。
平成２４年１１月からはポリオも混合された四種混合ワクチンも

使用できるようになりました。平成２４年７月以前にお生まれの
お子さんは三種混合予防接種とポリオ予防接種の接種をお願い
しています。

◆主な予防接種の動きと説明◆

望 ま し い 接 種 期 間
学童期
１０歳
以上

�中学１年
�高校３年

�９～１２歳

毎年

�１１～１２歳

���
１３～１５歳

注１ 法定：予防接種法に規定された予防接種 任意：予防の観点からお勧めする予防接種
注２ 費用：法定接種は無料（対象期間内）

：任意接種は原則自己負担です。
注３ ※公費助成がある任意接種。

７歳～

�６～７歳

幼児期

５歳～３歳～

���
３～４歳

２歳１８－２３
か月

１６－１７
か月

�

�

�

�

�

１２－１５
か月

�

�

�

乳児期
９－１１
か月

�

�

�

�

６－８
か月５か月

�

４か月

�

�

�
�

�

�

３か月

�

�

�
�
�
�

�

�

２か月

�

�

�
�
�

種類

不活化

不活化

不活化

生

不活化

不活化

生

不活化

生

生

生

不活化

不活化

不活化

不活化

法定
／任意

任意

任意

任意

任意

法定

法定

法定

法定

法定

任意

任意

法定

任意

法定

任意

区 分

※ ヒブ（インフルエンザb菌）

※ 肺炎球菌

B型肝炎

※ ロタウイルス

三種混合

四種混合

BCG

ポリオ

麻しん、風しん（МR）

水痘

おたふくかぜ

日本脳炎

インフルエンザ

二種混合

※ HPV（子宮頸がんワクチン）
（ヒトパピローマウイルス）

問問合合せせ
健健康康増増進進課課

全額公費助成�ヒブ、肺炎球菌、HPV 一部公費助成�ロタウィルス７，５００円／回（２回まで）

接種期間を確認し、計画的に接種を行ないましょう。

平成２５年１月１日現在予防接種一覧
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�
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�

北
上
尾
駅
 

大
宮
↓

↑
桶
川
 

↑
桶
川
 

中
山
道
 

国
道
１７
号
 

埼
玉
県
食
品
 

 流
通
セ
ン
タ
ー
 

久保西 
交差点 

上平小学校 
バス停 
「上尾税務署前」 

バス停 
「上平支所前」 

上尾税務署 

芝川小学校 

上尾県税事務所 

農協 
久保 
交差点 

ショッピング 
センター 

文 

文 

県道上尾・久喜線 

↑
北
本
 

上
尾
↓

↑
北
本
 

銀
行
 桶

川
市
役
所
 

中
山
道
 

国
道
１７
号
 

銀
行
 

ス
ー
パ
ー
 

桶川東中学校 県道川越・栗橋線 

稲荷通り 

教育委員会 

地域福祉活動 
 
センター 

文 

桶川東公民館 
（総合福祉センター３階） 

坂田 
交差点 

桶
川
駅
 

バス停 

北1 
交差点 

押ボタン式 
信号 

�����������

公的年金を受給されている方へ
公的年金等の収入が４００万円以下の「確定申告不要制度」について
平成２３年分以後の各年分において公的年金等の収入金額の合計額が４００万円以下であり、かつ、公的年金
等に係る雑所得以外の所得金額が２０万円以下である場合には、所得税の確定申告は必要ありません。
ただし、所得税の還付を受けるためには確定申告書を提出する必要があります。
詳しくは、最寄りの税務署にお問い合わせください。

※所得税の確定申告が必要ない場合であっても、住民税の申告が必要な場合があります。（年金天引き以外
の社会保険料控除・生命保険料控除・地震保険料控除・医療費控除・扶養控除などの追加の控除がある人）

※確定申告書の提出が要件となっている控除（例えば、純損失や雑損失の繰越控除など）の適用を受ける場
合には、確定申告書の提出が必要となります。

給
与
や
年
金
か
ら
源
泉
徴
収
な
ど
に
よ

り
、
既
に
納
税
し
た
所
得
税
額
が
、
そ
の

年
の
全
て
の
所
得
か
ら
計
算
し
た
所
得
税

額
よ
り
多
い
と
き
は
、
申
告
す
る
こ
と
で

納
め
す
ぎ
の
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
手
続
き
を
『
還
付
申
告
』
と
い
い

ま
す
。

市
の
臨
時
受
付
期
間
▼
２
月
４
日
�
〜

８
日
�
（
税
務
署
は
１
月
４
日
�
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。）

受
付
場
所
▼
東
公
民
館

（
末
広
２
�
８
�
２９
）

問
合
せ
▼
税
務
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ

�
７８６
�
３
２
１
１
�

所
得
税
の
確
定
申
告
な
ど
の
問
合
せ
・

郵
送
先
▼
上
尾
税
務
署
（
〒
３６２
�
８５０４
上

尾
市
大
字
西
門
前
５７７
）
代
表
電
話
番
号
／

�
７７０
�
１
８
０
０
（
自
動
音
声
案
内
）

※
音
声
が
流
れ
ま
す
の
で
、
用
件
の
内
容

に
応
じ
た
番
号
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

還
付
申
告
の
対
象
と
な
る
人
は

平
成
２４
年
中
に
次
の
�
〜
�
の
要
件
に

合
う
人
は
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ

と
に
よ
り
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め

に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
平
成
２４
年
中
に
退
職
な
ど
に
よ
り
、
年

末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
と
き

�
所
得
控
除
（
扶
養
控
除
・
社
会
保
険
料

控
除
・
生
命
保
険
料
控
除
・
地
震
保
険

料
控
除
な
ど
）
の
追
加
が
あ
る
と
き

�
本
人
や
家
族
の
医
療
費
を
一
定
金
額
以

上
支
出
し
た
と
き

�
一
定
の
要
件
の
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
な
ど

で
、
住
宅
ロ
ー
ン
が
あ
る
と
き

市
で
の
所
得
税
還
付
申
告
の
臨
時
受
付

会
場
▼
東
公
民
館

受
付
期
間
▼
左
表
の
と
お
り

受
付
時
間
▼
午
前
９
時
〜
１１
時

午
後
１
時
〜
３
時
３０
分

受
付
対
象
者
▼
次
の
�
�
を
満
た
す
人

�
給
与
所
得
者
ま
た
は
年
金
所
得
者

�
確
定
申
告
書
Ａ
で
申
告
す
る
人

※
雑
損
控
除
、
事
業
・
農
業
・
不
動
産
所

得
、
土
地
や
株
式
等
の
譲
渡
所
得
な
ど
が

あ
り
、
確
定
申
告

書
Ｂ
で
申
告
す
る

人
は
、
上
尾
税
務

署
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。申

告
に
必
要
な
も
の

�
筆
記
用
具

�
印
鑑
（
認
め
印
も
可
）

�
還
付
金
を
受
け
取
る
預（
貯
）金
の
口
座

番
号（
申
告
者
名
義
）の
分
か
る
も
の

�
所
得
を
証
明
す
る
も
の

平
成
２４
年
分
の
給
与
所
得
・
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
の
原
本

�
社
会
保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
税
や
介

護
保
険
料
な
ど
）
を
支
払
っ
た
証
明
書

や
領
収
書

※
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
控
除

証
明
書
が
必
要
で
す
。

�
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
な
ど
の
支

払
証
明
書

�『
医
療
費
の
明
細
書
』
お
よ
び
領
収
書

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
今
月
号

広
報
と
一
緒
に
お
配
り
す
る
「
上
尾
税
務

署
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
中
に
あ
る
『
医

療
費
の
明
細
書
』
に
記
入
を
済
ま
せ
て
、

医
療
を
受
け
た
人
ご
と
に
ま
と
め
た
領
収

書
と
一
緒
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
に
は
、
領
収
書
の
日
付
が
平
成
２４
年
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
会
場
に
は
コ
ピ
ー
機
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
必
要
な
書
類
は
必
ず
コ
ピ
ー
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
作
成
は
、国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

�
確
定
申
告
書
の
作
成
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（h
ttp
://w

w
w
.n
ta.g
o.jp

）

作
成
し
た
申
告
書
は
印
刷
し
て
郵
送
で

提
出
ま
た
はe-T

ax

を
利
用
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
出
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
今
月
号
広
報
と
一
緒
に
お
配

り
す
る
「
上
尾
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら

せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
確
定
申
告
に
必
要
な
各
種
様
式
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
、

印
刷
し
て
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、

次
の
場
所
に
も
用
意
が
あ
り
ま
す
。

・
上
尾
税
務
署

・
市
役
所
税
務
課
（
１
月
末
頃
設
置
）

詳
し
く
は
�
税
務
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ

（
※
東
公
民
館
は
、
申
告
の
内
容
に
関
す

る
問
合
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。）

青
色
申
告
対
象
者
の

決
算
個
別
指
導
と
納
税
相
談
会

と
き
▼【
決
算
個
別
指
導
会
】

２
月
１２
日
�
、
１３
日
	

【
納
税
相
談
会
】

３
月
４
日


、
５
日
�

時
間
▼
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

午
後
１
時
〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ
▼
桶
川
市
商
工
会
館

（
鴨
川
１
�
４
�
３
）

問
合
せ
�
桶
川
市
商
工
会

（
�
７８６
�
０
９
０
３
）

税
理
士
に
よ
る
還
付
申
告
無
料
相
談

と
き
▼
２
月
４
日


〜
１５
日
�

（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

と
こ
ろ
▼
市
内
の
各
税
理
士
事
務
所

対
象
者
▼
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
�
年
金
受
給
者
（
年
金
収
入
が
６００
万
円

以
下
）

�
給
与
所
得
者
（
給
与
収
入
が
６００
万
円

以
下
）
で
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

�
平
成
２４
年
中
に
退
職
を
し
た
人

�
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
人

申
込
み
▼
関
東
信
越
税
理
士
会
上
尾
支

部（
�
７７６
�
８
７
７
７
）ま
た
は
最
寄
り
の

税
理
士
事
務
所
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
）

受付地区

下日出谷・下日出谷西・
北・朝日

上日出谷・泉・南

西・神明・坂田・坂田東

寿・若宮・川田谷・倉田

東・末広・鴨川・加納・
篠津・五町台・舎人新田・
赤堀・小針領家

会 場�東公民館
受付時間�午前９時～１１時

午後１時～３時３０分

受付日

４日�

５日�
６日	
７日


８日�

２
月

退職所得に係る個人住民税改正のお知らせ
平成２３年度税制改正により平成２５年１月１日以後に支払われるべき退職所得等について次の
２点が変更となります。
�退職所得に係る市・県民税所得割額の１０％税額控除が廃止されます。

�勤続年数５年以下の法人役員等の退職所得金額を２分の１にする措置が
廃止されます。 詳しくは�税務課

×９０％

×９０％

廃止
（１０％の税額控除）

税率
市民税６％

税率
県民税４％

×

×

退職所得金額
（収入金額－退職所得控除額）×１／２

退職所得金額
（収入金額－退職所得控除額）×１／２

＝

＝

市民税額

県民税額

■上尾税務署
〒３６２－８５０４
上尾市大字西門前５７７

�北上尾駅東口から
徒歩約２０分
�上尾駅東口から朝日バス
（羽貫駅行）（伊奈学園行）
に乗車し「上平支所前」下
車徒歩３分
�上尾市内循環バスぐるっと
くん（上平循環）・（東西循
環）に乗車し「上尾税務署
前」下車徒歩１分

■東公民館
末広２－８－２９
（総合福祉センター３階）

�駅東口から徒歩約２５分
�駅東口から市内循環バス
（べにばなGO）「東循環」
「東西循環」に乗車し、「総
合福祉センター」下車徒歩
１分
�駅（東口）から朝日バス「加
納循環」に乗車し「総合福
祉センター」下車徒歩３分

平
成
２４
年
分

所
得
税
の
還
付
申
告
の
受
付
に
つ
い
て

２０１３．１ 44２０１３．１55




